科目名称：工学倫理
モジュール名称：モジュール12： 全体のまとめ
一覧表

	キーワード
	解　説

	予防的倫理
(preventative ethics)
	事故や不祥事に対する処罰ではなく、そうしたことが起きるのを防ぐために何をしなくてはいけないか、ということに重点をおいて考える倫理。

	技術的逸脱の標準化(normalization of

 deviance)
	製造物が設計どおりに働いていないことを、改良や設計の見直しを行わずに受け容れてしまうこと。

	チャレンジャー号事故
	１９８６年にスペースシャトルのチャレンジャーが発射直後に爆発した事故。その後、原因究明のために組織されたロジャース委員会の調査でOリングと呼ばれる部品が低温でうまく働かなかったことが判明した。この部品の製造にあたったモートン・サイオコール社の技術者ボジョリーは事前にそうした不具合がおこる可能性に気づき発射の停止を勧告したが、受け入れられなかった。

	エシカル・ヒーロー
	自分の利益を犠牲にしても倫理的に正しいことを行い賞賛される人のこと。

	ロジャー・ボジョリー(R. Boisjoly)
	チャレンジャー号事故の項参照。


	Oリング
	スペースシャトルの固体燃料ブースターの継ぎ目をふさぐゴム製の部品。

	ロジャース委員会
	チャレンジャーが爆発した原因を調査するために事故のあとで組織された。

	固体燃料ブースター
	スペースシャトルに推進力を与える二つのブースター。



	ジョイント・ローテーション


	打ち上げ時に内部の燃料が燃焼することから、固体燃料ブースターに内側から圧力がかかり、ブースターの継ぎ目に隙間ができること。

	職場文化の生成


	技術的問題に対して技術者が考え出す、問題解決の方法の集まり。

	構造的機密性
(structural secrecy)
	NASAにおいて、技術者の報告をチェックすべき上部組織が、高度な専門的知識を理解することを当の技術者自身に頼っていたために、チェック機能が上手く働かなかった、という構造的な問題。
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